


























































16 世紀から 17 世紀の初めまではベンガル語が宮廷で用いられる文芸
語であり、その後、それがミティラー語に切り替わる (Brinkhaus 2003: 
70)。民衆たちの母語ネワール語で戯曲が書かれ始めるのは、ようやく
17 世紀の後半にさしかかってからであった 3。 
文芸語をベンガル語からミティラー語に切り替えたのは、カトマン
ドゥ盆地内の主要都市の一つバクタプルの王、ジャガッジュヨーティ
                                                  
1 バクタプルはマッラ朝時代の古く荘厳な建築が良く保存されている
ため、ベルナルド・ベルトルッチ監督の映画 “Little Buddha” において、
シッダールタ王子の宮殿での生活を描いた場面のロケ地となった。 
2 Cf. Puruṣottam'locan Śreṣṭha V.S. 2060.  
3 ジャガッジュヨーティル・マッラ王の孫ジャガトプラカーシャ・マ
ッラ王が著した戯曲『盗賊ムーラデーヴァと相棒シャシデーヴァ』は




















日没後にダファー (Nw. dāphā) と呼ばれる御詠歌が演奏される。ダフ
ァーの歌詞には、マッラ朝時代の歴代の王の名前が詠いこまれており
6、これらの歌詞がマッラ朝時代に作られたことを示している。これを
伝承しているのは農民階級 (jyāpu) である 7。 
 また毎年、ヒンドゥー暦のカールティック月（11 月頃）には、盆地
内の主要都市の一つパータンの王宮広場で、カールティク・ナーチ  
(Kārtik Nāc, Nw. Kāttī Pyākhaṃ) つまり「カールティク月の舞踊」と呼







6 歌詞の末尾行の bhaṇitā と呼ばれる詩行に、著者である詩人や詩人の
庇護者の名前が詠み込まれる。 
7 ダファーについての情報は Joshi 2013（巻末文献表参照）および、ジ























bhayānaka rākṣasa vikaṭākṣyara nāma // naramāṃsa khāivo yaha mere bānī // 



























ヴァーニー女神の寺院に 11 個の鐘型の尖塔 (Nw. gajū) を設置して建て直した  
(jīrṇoddhāra) 際に、『ヴィクラマ王の偉業』(Vikramacaritanāṭaka) を書いて上演


































ッチン・カリ (Dakṣiṇ Kālī) つまり「南のカーリー女神」という、女
神を祀った有名な巡礼地がある。 
 協力者として、バクタプルに住む友人ヤッゲーシュウォル・ジョー
























                                                  
10 ファルピンのカールティク・ナーチについてはネワール研究者
Toffin (2011) の論文がある。 
52 
 
































                                                  
11 ダルマラージ氏の話では、主人公クヴァラヤーシュヴァ王子は、改
名前のリタドワジャ (Ṛtadhvaja) の発音が現代語風に訛ったリトラ





























の戯曲はシャカ暦 1550 年（＝西暦 1628-9）にバクタプルのジャガッ
ジュヨーティル・マッラ（治世 1614-1637）によって著され、さらに
シャカ暦 1600 年（＝西暦 1678-9）に彼の孫、ジャガトプラカーシャ・
マッラ王（治世 1643-1672）が、末尾に自分の名前を付け加えた。祖
父の孫が初演より 50 年後に再び上演したことになる。このことから
                                                  



























































































































おお妃よ、平安 (śānti) に比べたら快楽 (sukha) など取るに足りない。(MH, Fol. 





［取り巻きの］人々も、財も、なにも欲しがらない。(MH, Fol. 15r, l. 6) 
 
あらゆるものはかりそめに過ぎぬ。ただひとり最高主の言葉だけが本質である。






















シャ・マッラの名前が記された (MH, Fol. 16v, l. 2)。さらに、それに続
58 
 
く部分すなわち、終演時に詠われる「灯火の歌」(ārātrika gīta, MH, Fol. 
16v, l.4 – Fol. 17r, l. 4) ～この歌詞は祖父ジャガッジュヨーティル・マ
ッラ王の作詞したもの 14で、もとからこの箇所にあったと思われる～ 
の中に、再演されたシャカ年号 1600 とジャガトプラカーシャの筆名
である Śaśi kara deva「月光の君」が挿入された。 
 
vihi āsane guṇa a(3)haniśi seva, gagaṇa vindu rasa śaśikaradeva // (MH, Fol. 17r, l. 
3-4)  
天空（＝０）の水滴（＝０）の精髄  (rasa)（＝６）［を持つ］月（＝１）光の







(Brinkhaus 1987B: 10ff)。ところがこの親友は西暦 1662 年には逝去し
てしまい、王の心痛は永い間癒えることがなかった。それ以来、亡き
親友との友情の形見として、王は自分の著作において、自分と親友の
名 前 を 組 み 合 わ せ て 作 っ た 筆 名 Candra-prakāśa 「 月 の 光 」 や










                                                  
14 歌詞の最後の行 (MH, Fol. 17r, ll. 3-4) にジャガトプラカーシャ王







はそれらの至るところに滲み出ている (Brinkhaus 1987B: 10ff)。例えば
上に言及した戯曲『盗賊ムーラデーヴァと相棒シャシデーヴァ』は、





















る九種の美的情感 17(rasa) についての歌詞をうたう。 
 
he devi, nava rasa apanā śarīra thī //   
おお妃よ、九つの美的情感 (rasa) は自分の身体の中にあるのだ。(MH, Fol. 14r, 
l. 6)  
 
                                                  
16 MH, Fol. 13v, l. 4 – Fol. 14r, l. 6; Fol. 15v, l. 3 – Fol. 16v, l. 2; Folv, l. 1.  
17 バラタ仙の『演劇経典』(Bharata Nāṭyaśāstra) では、次の順番で列挙
される：1. śṛṅgāra（恋）2. hāsya （滑稽）3. karuṇa（悲）4. raudra（忿
怒）5. vīra（勇猛）6. bhayānaka（恐怖）7. bībhatsa（嫌悪）8. adbhuta
（驚異）。これに後代、第 9 の śānta（寂静）が付け加わった。（上村











(Saṅgītaratnākara = SR) によれば、宇宙は音響 (nāda) の上に成り立っ
ている、という(SR 1, 2, 2)。しかし音響は同時に、声となって人間の




















                                                  
18 Kallinātha on SR 1, 3, 82: yathā dhvaniḥ śarīreṇa sahodbhavati, tathā 
tasya rāgābhivyakti-śaktatvam api śarīreṇa sahodbhavati. nahy 
abhyasenāgantukam ity arthaḥ.  
ただし、これは、声楽家の声質やラーガを表現する才能は生まれつ
きの資質であり、練習によって後天的に身につくものではない、とい































汚物から成る汚い身体 (śarīra) を観察し (nihāri)、鼻［孔］を［悪臭で］満た
して心に嫌悪した 20。 
                                                  
19 ヤージュニャヴァルキャ法典のこの箇所と『音楽の大海』との関連
については、Kitada 2012 (p. 96), Kitada 2008-9 (p. 51f), Kitada 2003 を参
照されたい。 




(MH, Fol. 14v, l. 4-5)  
 























                                                  
21 類似の表現は、Saṅgītaratnākara 1, 2, 163 にも見える。 
22 金剛乗仏教やベンガル・ヴィシュヌ派など。 
23 Mārkaṇḍeyapurāṇa 23, 51-54. この箇所には音楽用語が列挙され、音
楽学的見地からも興味深い。列挙される用語は次のとおり：オクター
ヴの 7 つの楽音、7 つの旋法 (grāma-rāga)、3 つの旋法 (grāma)、7 つ
の歌 (gītaka)、7 つの音列 (mūrchanā)、49 の拍節 (tāla)、3 つの音階 
(grāma)、3 種の速度 (laya)、3 つの休止 (yati)、4 種のパーカッション
（？）(todya = ātodya?)。 
 “7 つの歌”とは、世俗的な歌の代表として知られる dhruvā 歌の 7
種の下位区分 (aparāntaka, ullopyaka, madraka, prakarī, oveṇaka, 













ー・トーディー (Vilāskhānī Toṙī) には死者を蘇らせたという故事 24が
あり、春の深夜の女性ラーガ  (rāginī)・バーゲーシュリー (Bāgeśrī, 

















































(Fol. 9r, 5) he vatsa, eka ṛṣi vismita bhae āela te kahala toharā, asura kā 
yuddha bhela, tathī asure kapaṭe chātī śūle n͂e(Fol. 9v, 1)hā māralāha, te 
kaṇṭhabhūṣaṇa āni dela 26 te santāpe hamarā savahi śokākula, ī vārttā suni 





                                                  
26 te … dela は上欄外に後から付加。 
27 tathī 指示代名詞の依格形 (Yadav 2011: 51f)。  
28 過去形語尾 -l-āha は Yadav (2011: 62) によると二人称尊敬 (2 













(Fol. 10r, 1) // kidā // pra //   
jaga juvati para tohare āsā, karaha kalāva(2)ti keli vilāsā //  
aneka sukṛta phale nara deha pāi, ki (3) phala jauvana made niphala jāi //  
tvarita adhara madhukara dha(4)ni dāne, kusumavāna san͂o karaha tarāne //  
tohe eka thi(5)kaha saṃsāraka sāre, parihara mānini māna asāre //   
nṛ(6)pa jagajoti kaha janu pachatāva, śiva para sāre savahi su(7)kha pāve //  
君には、世界の若い女性に対する 32希求［がある］。芸者さん 
(kalāvati 33) と遊び戯れなさい 34。 









30 “成就者” siddha とは、修行を完成した者のこと。深い瞑想状態にあ
る修行者のように呼吸を停止してしまった（死んでしまった）、という
こと。 
31 補助動詞 thika については Yadav 2011, p. 56 を参照せよ。  
32 para を後置詞「の上に」と解した。para には形容詞として「他の」
「至上の、最高の」という意味もある。 
33 Skt. kalāvatī とは、“［種々の］技芸を備えた芸術家”を意味するが、


















は至上の精髄［であり、シヴァ神を信仰すれば］皆、楽を得る。」 38  
 
(Fol. 10v) [he devi āja kuvalayāśva kāe nahi ānala chathi //] 39 (1) putra 
madālasā rājn͂ī, parasparaṃ aṅkamālikāṃ kurvvanti // he putra ī vṛttānta 
kahu //  
おお妃よ、［仙人は］今日、どうしてクヴァラヤーシュヴァ王子を連れ
て来てくださらなかったのか 40？息子とマダーラサー王女 (rājn͂ī) は
お互いを膝［にかける］花環と為すなり 41。ああ、息子よ、この始終
を物語りなさい 42。 














40 Yadav (2011: 60f) によれば、chathi は三人称・尊敬。 
41 なぜかこの文のみサンスクリット語が用いられている。“二人は互
いに欠けてはならない存在であるのに”という意味か。 










mālava // e //  （ラーガ・マーラヴァ、エーカ・ターラ） 
āje sa(4)phala dina bhela hamāra, huni phali rāje kaela parakāra //  
(5) jaladhi magana je mānika bhela, sevihi udhari hātha kae de(6)la //  







(Fol. 1r, l. 1) gagula gītaṃ // （ガグラ 47歌） 
āsāvarī // co //  （ラーガ・アーサーヴァリー、チャウ 48・タール） 
dekhali nayana bhari mana hari ge(2)lī, savahi sakhihi mili karaïte kelī //  
ajara kaṇa asa(3)ma nupa[??] 49hā, jani mahi avataru nava śaśi rehā //  





44 この文の意味は定かではない。huniphali は意味不明。parakāra を
para-upakāra の意味で解釈した。 
45 sevihi, correlative「それをこそ」。あるいは se vihi ととれば「それを、
運命 (vihi < Skt. vidhi) が（拾い上げ）」と解せる。 
46 文脈の繋がりが不明。“今日から、私は敵味方の区別を捨て去り、
何人に対しても慈悲をもって接しよう”ということか？ 
47 gagula 不明。Skt. guggula は樹脂系の香料の名だが、歌のジャンル名
との関連は不明。また古ネワール語辞書 (Malla 2000) には gaṅgaḍa ‘a 
mode of crying’ が見えるが、ここではむしろ喜びの歌なので、そぐわ
ない。 






khane khane (4) hoae adhika tanu tāve, madana adhina manatanahi 
pa[?] 50(5)e dhāve //  








oṃ śrī nāṭeśvarāya nama // 52  
吽、舞踊の神［シヴァ］に敬礼。 
 
(Fol. 11v, l. 1) save sānanda, suta mitra parijana save ānanda //  
sāhala su(2)kṛta karama hame jehe, lakhimi āili mori te phale gehe (3) //  
śivaka caraṇa pae rākhaha bhāva, nṛpa jagajoti mala ī (4) rasa gāva //  
皆が喜んでいる、息子、友、眷族、皆が喜んでいる。 
［前世で］私が完成した善行のカルマの結果として、私の吉祥天が家
に (gehe) やって来た 53。シヴァの御足にすがって念じなさい 54。ジ
ャガッジュヨーティ・マッラ王はこの美的情感 (rasa) ［のこもった歌］
を詠う 55。 
he putra, asaha vedana hamarā dūra gela, a(5)taṣpara ehi avāsa, n͂ehāe rahū, 
dosara dhaolaha(6)ra hame jāeva // nissāra //  
おお、息子よ、私の耐え難い苦しみは遠ざかった。今後はこれなる住
居、ここにとどまりなさい。私はもうひとつの宮殿に移り住むから。
                                                  
50 一字判読不能。 
51 この行の前半は意味不明。シヴァ神は額に三日月を持つとされるか
ら、nava śaśi rehā “月の線”あるいは“月の線を持つ者”は、シヴァ
神を指す可能性もある。 
52 別の筆跡で後から書き加えたもの。 










naṭa // kharja //  （ラーガ・ナト、カルジャ・ターラ） 
āja mon͂e jāna(Fol. 12r, 1)la pemaka   āṅkura dinahu dinahu sehe vāḍhe,  
ḍāra pāta phala (2) hoe    te sakala tasu purala manoratha gāḍhe //  






koṇa bhāṣā // （舞台の隅で言われるセリフ） 
he priye, hamarā vaṃśa(4)ka aṅkura vāḍhala //  
おお愛しき妃よ、我が家系樹 57の芽が育った。 
 
dvitīye koṇe // kahava kī //  （もう一つの隅で） 何を申しあげましょ
う 58？ 
 
(5) davalaṃ duṃ //  （舞台の中へ 59［登場］） 
[he vatsa, kuvalayāśva duhu vyaktika sarvvadā kalyāṇa hoava //]  
おお愛息クヴァラヤーシュヴァよ、二人とも、ずっと幸せであります
ように！ 
he devi, kuvalayāśva yogya putra bhelāha, āve (6) morā śānti rasa mana 
hoicha //  
おお妃よ、クヴァラヤーシュヴァは有能な息子となった 60。今、私に










60 bhelāha, 自動詞の三人称過去・尊敬 (3 Hon, INTRAN). (Yadava 2011: 
62)    
70 
 
は平安の情感 (rasa) が心に生じつつある 61。 
 
[koṇa // he devi, antaḥpura jāeva calū // dekhi avaśya // he priye ehi ṭhāma 
khana eka vaisū //] 62  
（舞台の隅で）おお妃よ、後宮に行こう、さあおいで。かしこまりま
して 63！おお愛しき妃よ、この場所にちょっと座りなさい。 
he putra mora baḍa bhāgya (Fol. 12v, l. 1) toha sana sarvva guṇa pūrṇṇa 
dhārmmika putra pāola, tohara pu(2)tra mon͂e dekhala ihao baḍa bhāgya, 
ataṣpara morā īśva(3)raka bhakti baḍa mana hoicha // he devi, śānti varāvari 




する敬愛の情  (bhakti) がおおいに心に生じている。おお妃よ、平安  
(śānti) に比べたら 66快楽 (sukha) など取るに足りない。私は［次のよ
うに］言う。 
 
( 67 // korāva // khae // （ラーガ・コーラーヴァ、カルジャとエーカタ
                                                  
61 もともと演劇によっては表現することが不可能だとされていた平
安・寂静の美的情感 śānta-rasa が、演劇における最も重要な美的情感
として位置づけられるに至る過程については、上村 (1990) 第 2 章を
参照せよ。 
62 Fol. 12r の最下部に書き加えられている。 
63 dekhi avaśya は直訳すると「見て、確かに」となる。おそらく王の
いざないに対する王妃の返答と考えて、このように意訳した。 
64 aïsana「このような」を参考にして、sana を「ような」と訳した。
別の解釈は、sa ‘from’ (Yadava 2011: 47) および否定辞 na と考えて「お
前よりも［優れた］あらゆる徳性に満ちて正義感ある息子を［未だか
つて］得たことがない」。  




66 < Persian barābar.  





(5) vāla vayasa kautuke vahi gela, durita sukṛta kichu a(6)o nahi bhela //  
jauvana para dhana 69 para dhani bhāva, taisana parija (Fol. 13r, l. 1) na 
saṅga sohāva //  
mana made mātala daha disa dhāva, mṛga he(2)ri jahena sikariā āva //  
apanehi sundara apane sa ā(3)na, takhane lekhia nahi dosara āna //  
mochanā 70 vadae ka(4)rathi gumāna, śeṣa vayasa bhele sakala samāna //  
vūḍha daśā (5) āve mana pacatāe, karama dharama kichu kae nahi jāe //  
(6) nṛpa jagajoti kaha na karaha danda, vipatihi kāla vujhia (Fol. 13v, l. 1) 






それぞれ自分の美を取り 75、そのとき、他人のことは気に掛けない 76。 
痴呆と戯言を言って傲慢 77をなす。余生においてはすべて同じこと 78。 
                                                  
68 khae. kharja, ekatāla という二つのターラの略称を並べて記したもの
と思われる。Fol. 14v, l. 1 にも同じ語があり、そこでは二つの文字はコ
ンマで分けられて kha, e となっている。曲の演奏の途中でリズムを変
えたのであろう。 
69 para dhana は「他人の財産」をも意味するが、ここにはそぐわない。 
70 mochatā?  
71 善悪の分別が生じなかった、という意味か。 
72 家来たちに取り巻かれて威勢が良い。 




76 lekhia は「書いた」「書いたもの」という意味で、直訳すると「別の 
(dosara) 書き物を持ってこない (āna)」となる。また、dosara ‘second, 














aoro kichu sunaha //  さらにもう少し聞きなさい。 
kedāra // kha(2)rja //  （ラーガ・ケーダーラ 80、カルジャ・ターラ） 
kata na jatane tanaya sāhia sahia vedana deha, dine (3) dine kata jatane 
rākhia jiva sama kae naha //  
kī āre, (4) upaju mohi tarāse, moha mahā made mātala mānasa vājha(5)la 
viṣama phāse //dhruvaṃ//  
te āve taruṇa vayasa pāola uci(6)ta na dea cīta, sampati kāraṇe māraṇa tā kae 
sahaje hoa (Fol. 14r, l. 1) ahīta //  
śiva śiva kāhisoṃ kahava naṭha juga vevahāra, asa(2)ha vedana sahae na 
pāria kuliśa sama parahāra //  
ārere (3) sujana karama vandhana dhandhā lāgala jāī, bhava jalanidhi 
sa(4)ntari jāeva kahaha kaona upāī //  
nṛpa jagajoti sava (5) anumati mane kara avadhāri, bhagati pāra utārae, hari 
pada (6) kaḍahāra //  
どれほど努力を重ね 81、身体の苦痛を耐えなかったことか、日々どれ
ほどの命を懸けた 82努力をしなかったことか。あれ、どうしたことか、
迷妄 (mohi)、おののきが湧いてくる 83。 
迷妄という大いなる酩酊に思考は酔っぱらい、厄介な罠に捕われた 84。
（リフレイン） 
                                                                                                                       
い”。 






81 sāhia 字義通りには「成就して」。 
82 jiva sama 字義通りには「命に等しい」。 
83 mohi を一人称代名詞目的格ととれば、「私におののきが湧いてくる」。 











心に留めよ。敬愛 (bhagati) が向こう岸に降ろしてくれる 87。ハリ（＝
ヴィシュヌ神）の言葉を腕輪として 88。」 
 
he devi, nava rasa apanā śarīra thī // ) 89  
おお妃よ、九つの美的情感 90 (rasa) は自分の身体の中に 91あるのだ。 
 
(Fol. 14v, l. 1) korāva // kha, e // （ラーガ・コーラーヴァ、カルジャと
エーカターラ） 
juvatī saṅge jauvana rasa lela, tāhi ūpara (2) sāhasa mana dela //  
                                                  
85 sampati kāraṇe māraṇa tā kae「今や、理由、殺害、それを為して」意
味不明。sampati = Skt. sampatti「富」の可能性もある。 
86 Skt. karma-bandhana ‘confinement to repeated birth, as the consequence 





語でも kaṙa, kaṙā は「腕輪」を意味する。これに「首飾り」を意味す
る hāra がついたものと思われるが、文脈にはぴったりしないように感
じられる。 
89 Fol. 12v, l.4 に始まった括弧がここで閉じられた。 
90 続く詩節において、インド古典演劇論に言われる九つの美的情感が
記述される。バラタ仙の『演劇経典』(Bharata Nāṭyaśāstra) では、次の
順番で列挙される：1. śṛṅgāra（恋）2. Hāsya （滑稽）3. karuṇa（悲）
4. raudra（忿怒）5. vīra（勇猛）6. bhayānaka（恐怖）7. bībhatsa（嫌悪）
8. adbhuta（驚異）。これに後代、第 9 の śānta（寂静）が付け加わった。
（上村 1990: 4） しかしこの箇所においては九つのラサをうまくつな
げて一続きの筋を持った物語詩にしたてようとしたせいか、順番が異
なっている：śṛṅgāra, vīra, karuṇa, adbhuta, hāsya, bhayānaka, bībhatsa, 
śānta.  
91 thī 不明。依格の後置詞として解釈した。Cf. tathī (Yadava 2011: 51).  
74 
 
kavahu vioge nayana vaha nāra, se dekhi (3) visimite mānasa mora //  
sakala athira dekhi mana hoa hā(4)sa, yama jātana 92 suni upaja tarāsa //  
malamaya malina śarī(5)ra nihāri, koha karia mana ho nasa bhāri //  
āve toha vina (6) va ohe jagadīsa, śaraṇa deha prabhu hame niradīsa //  
nṛpa ja(Fol. 15r, l. 1)gajoti śānti rasa gāva, vudha jana vujhata nao rasa 











ジャガッジュヨーティ王は平安の情感 (śānti rasa) を詠う。賢者たち
は九つの美的情感 (rasa) と［その拠り所となる］九つの心的状態 97 
(bhāva)［があると］理解している。」 
 
                                                  
92 yātanā torment? 
93 あるいは「心に大胆さを与えた」。 
94 nayana vaha nāra. nāra を Skt. nīra ‘water’ の意味に解した。ちなみに
この詩行の nāra, mora は最後の一音節だけが脚韻を踏む。 
95 visimita. あるいは「忘れた」(vismṛta)。 
96 koha karia mana ho nasa bhāri. koha, nasa ともに不明の語。それぞれ
「嫌悪」と「鼻」の意味で解釈しておいた。  












(2) he priye, ī jāni parameśvara morā mana lāia, ehi taha (3) adhika āna 







dhanāśrī // co //  （ダナーシュリー 98、チョー・ターラ 99） 
pari(5)mita nahi mora dosa, prabhu bhae na karaha rosa //  
ご主人様！私の欠点は限りないのであるけれども、お怒りにならない
でください。 
śaṃkara, ṭeka (6) //  シャンカラ、テーカ 100 
jana dhana kichuo na kāma, tohe janu hoaha dhāma //  
sadaya (Fol. 15v, l. 1) hṛdaya parinīti, tua anugati nahi bhīti //  
kaisana saha(2)va bhava bhāri, sava sukha puratha purāri //  










(// 102 sāraṅgī // kaharā //  （ラーガ・サーランガ、カハラー 103） 








102 ここで始まった括弧は、Fol. 16v, l. 2 で終わる。 
103 名称は、北インド古典音楽の Kaharvā tāla に相当するものだと思わ
76 
 
saka(4)la asāra sāra pada paṅkaja, tohara manahi vicāralahe  
(5) je tohe karava se karaha bhavānī haṭha kae hṛdaya lagāola(6)he //  
guṇa doṣa mohi ekao nahi jānaha, dāruka putari u(Fol. 16r, l.1)dāsina he,  
je kichu karāvaha karan͂o se mātā, hame nahi (2) apana svaādhina he //  
toha chāḍi āna kāhu nahi sumajha(3)n͂o, dīna na bhāṣao vānī he,  
bhava jen͂jāla jāla mora jāla(4)ha, śaraṇāgata mohi jānīha //  
tohe ṭhakurāyini hame tua (5) sevaka, ī apane avadhārī he,  
kata aparādha paḍataa geā(6)nahi, se save halahasamārīhe //  
nṛpa jagajoti mala eha(Fol. 16v, l. 1)na vujhāvae, caṇḍicaraṇa cita rākhī he, 
sava sidhi pāvae  















                                                                                                                       
れる。 
104 Fol. 15v, l. 3 に始まった括弧がここで閉じる。 
105 シヴァ神の妃パールヴァティーのあだ名とされる。 





109 mora jālaha 不明。“私を網に絡め捕る”といった意味か？ 
110 あるいは「（私は）このことを自分の心に留めて」。 







aoro (3) kichu sunaha, ī taurya-trika vaḍa vastue, devatā santuṣṭa ho, te (4) 





(5) pan͂cama // jhumari //  （ラーガ・パンチャマ、ジュマリ 116・ター
ラ） 
nṛtya gita vāda tinu devī daita jūjhi, bhaga(6)vati sirijala avaśeṣa vūjhi //  
tahni pāe vidhi lae bharata(Fol. 17r, l. 1)ke dela, tahni punu śiva laga 
prakaṭita kaela //  
prathamahi (2) nādabrahma śiva eka jāna, taṇḍumukhe bharatake tahni dela 
(3) jn͂āna //  
nāṭya punu sikhāuli uṣā pāravatī, te punu si(4)khāuli save dvārakā juvatī //  
te punu paḍāuli sa(5)ve soraṭṭha nāgarī, bharata uṣāhi mili puhavi sagarī //  
(6) nṛpa jagajoti kaha nṛtya utapatī, gāna vāda nṛtya tāla (Fol. 16v, l. 1) śive 
dethi matī //) 117   
舞踊・歌・器楽の三つは、女神が魔族と戦い、残りを覚って 118創造し
たものなり。それを得て、造物主 119が取ってバラタ仙人に与えた。そ
                                                  
112 シヴァ神の妃パールヴァティーのあだ名とされる。 
113 sakhī 字義通りには「ねえ女友達よ」。 
114 jhumari sumari sumarī. jhumari はベンガル語 jhumur（踊りを伴う民
謡の一種）に相当するものであろう。   
115 演劇経典に扱われる、器楽・声楽・舞踊の三つからなる一組のこ
と。演劇 (nāṭya) はこの三つの要素より構成されると言われる。 















それをさらにスラーシュトラ 124の洗練された女 125たちに伝授した。 
バラタ仙は暁の女神と会い、大地、海 126（？） 
ジャガッジュヨーティ王は舞踊 127の生まれたいきさつを語る。「歌、
器楽、舞踊と拍節 128 (tāla) にシヴァ神は注意を向けた。」  
 
e nāṭye bhavānī śaṅkara prīta hoa(2)thu, śrī śrī mahārāja jagatprakāśa malla 
deva kā untaronta(3)ra putra pautrādi saptāṅga rājya lakṣmī vala vāhunādi 
sa(4)mṛddhir astu //  
この舞踊劇によりバヴァーニ （ー＝パールヴァティー神妃）、シャンカ
ラ（＝シヴァ神）が御喜びになりますように。大王ジャガトプラカー
シャ・マッラ 129陛下の子子孫孫、7 つの支分を持つ国土の吉祥・軍力 
                                                                                                                       
る。「（演劇における）規定・式次第を取って」という意味にもなりう
るが、vidhi lae は śiva laga と対句をなしているようであり、vidhi を主
語と解する方が整合性がある。 
120 laga は書写時に lae を間違えたのだろう。 
121 nāda-brahma とは、音響から全宇宙が創造されるという、古代イン
ドの音についての神秘主義思想の精髄を指す。 
















(Skt. bala)・軍勢 (vāhanā) などに繁栄あれかし。 
 
ārātrika gītaṃ //  （献灯 130の歌） 
śrī // e //  （シュリー、エーカターラ） 
re re bha(5)vānī śaraṇa tohāri, janani kṛpā karu bhava bhaya tāri // (6) 
dhruvaṃ// 
dina deśa lāgī karava vahu vāte / mamatā moha bha(Fol. 17r, l. 1)rama made 
māte //  
paraśiva variṣa sudhā rasa sāre, ali (2) pada sarasija bhedae pāre //  
juga kalā ravi dina diga rasa veda, cāṃda suruja khela pavanaka bheda //  
vihi āsane guṇa a(3)haniśi seva, gagaṇa vindu rasa śaśikaradeva // 





最高のシヴァ (paraśiva) が甘露の果汁 (rasa) の真髄を雨と降らし、蜜
蜂の羽音が蓮の蕾を開かすことさえできる 132。 
ユガ（＝４ 133）月の部分（＝１６）太陽（＝１）方位（＝１０）味（＝
                                                                                                                       
クタプル王国がゴルカ族に征服されるまで続いた。(Brinkhaus 2003: 
75)  Jagatprakāśamalla がネパール創国伝説に題を取って著した戯曲
Prabhāvatīharaṇanāṭaka は出版されている(Brinhaus 1987)。 

















６）ヴェーダ（＝４）、月と太陽の遊戯 134、風の種類 135。 
天空（＝０）の水滴（＝０）の精髄 (rasa)（＝６）［を持つ］月（＝１）
光の君 (śaśikaradeva) （＝ジャガトプラカーシャ・マッラ王）は 136、




ślokaḥ (6) //  （偈） 
kāyena manasā vācā, yac ca taurya-trikādikaṃ /  
māyā vidhī(Fol. 17v, l. 1)yate mātar bbhavatī tena tuṣyatu / 
mārkaṇḍeya-purāṇāntargga(2)ta, m etan madālasopākhyānaṃ //  
dṛṣṭvā bhāṣā gītair nnāṭyaṃ racitaṃ (3) vicitra-rasa-bhāva-yutaṃ //  
śrīmatā śrī-jagajjyoti, r mmalla bhūpati-(4)sūriṇā /  
atra śaṅkā na kartavvyā, kathā klṛptā parair iti //  
                                                  
134 意味不明。ハタ・ヨーガの身体論では、気息の通る右・左の管 (Iḍā, 
Piṅgalā) を月・太陽に対応させ、時間の原因と見なす (Kitada 2012: 
308f) が、この箇所の文脈との関連は不明。 
135 pavanaka bheda. 5 つの気息風 (prāṇa, apāna, samāna, vyāna, udāna) 
あるいは、それに加えて副次的な風 (nāga, kūrma, kṛkara, devadatta, 
dhanan͂jaya) の 10 があるとされる (Kitada 2012: 216)ので、5 あるいは
10 を表す可能性もあるが、どうであろうか。 
136 全体で、シャカ暦 1600 年を指す。下にこの戯曲の著作年であるシ
ャカ暦 1550 年が記載されるので、もとは 1550 年にジャガッジュヨー
ティル王によって書かれたこの著作を、1600 年に孫のジャガトプラカ
ーシャ・マッラ王が上演する際にこの詩節を追加したらしい。 
 ここで「月の光の君」と訳した śaśi-kara-deva は、孫ジャガトプラカ
ーシャ・マッラ王の筆名である。さらに、年号 1600 を表示する表現の






137 parama lae pāve. lae を動詞 lā ‘bring’ の absolutive と見なした。もう
一つの可能性は lae < Skt. laya ‘fusion/melting’ と解釈して「最高の融合
を得る」。また Skt. laya には ‘Rest/repose’, ‘the union of song, dance, and 








陛下が著した、俗語 (bhāṣā) の歌 140［の数々や］いろいろな美的情感 
(rasa)・心的状態 (bhāva) を含んだ［この］舞踊劇 (nāṭya) を観て、「［こ
の］話は他の人たちが作ったのではないか？」と疑うなかれ。 
 
kha śa(5)ra haramukhendu 1550 vyan͂jite śāka varṣe, smara tithi vudha 
maitreyvā(6)rjuna jyeṣṭha-pakṣe / vudhavara kṛta sāṅgaiḥ śrī jagajjyotirīśai, 
rmmu  
虚空（＝１）［愛神の］矢（＝５）シヴァ神の顔面（＝５）の三日月（＝
１）［すなわち］シャーカ暦 1550 年により著され (vyan͂jite)、愛神（カ
ーマ）のティティ 141、水曜日 (vudha)、ミトラ神の時刻 142、ジャイ
シュタ月の白半月 143に、殊勝なる賢者［によって］書かれた、支分を
備え 144、ジャガッジュヨーティル［・マッラ］王により［… 145］ 








141 ティティ (tithi) とはインドの暦法における時間の単位で、一朔望
月を 30 等分したもの。「一朔望月はふつう 30 日よりも短いから、一テ
ィティの長さは一日よりも少し短い。」（矢野 1986 (平成 6): 106）。『占
術大集成』(Bṛhatsaṃhitā) 98 章によれば、愛神カーマは第 13 番目のテ
ィティの主宰神である。（矢野・杉田 1995: 154） 
142 maitreya とは、時間の単位 muhūrta（一日の 30 分の 1）のうちの、
ミトラ神を主宰神とするもの。 
143 arjuna-jyeṣṭha-pakṣe. arjuna-pakṣa は一朔望月の初めの半月（白半月）
を指す。jyeṣṭha = jyaiṣṭha はインドの太陰暦第 3 月の名で、夏 (grīṣma) 
の前半にあたる（矢野 1992: 155）。 
144 sāṅgaiḥ. 文脈から判断すると、“演劇学理論書の規定に則って、す
べての支分（構成要素）をきちんと備えた（戯曲）”という意味が妥当












(Fol. 1, l. 1) parameśvara ājn͂ā karu // parameśvara satya //  
he parameśva(2)ra hamaro kichu vinati sunu //  
最高主神（=シヴァ神 146）よ、お命じになられませ。最高主神よ、真
に。おお最高主神よ、私のお願いをお聞きいれください。 
śloka //    
lokānanda karo na(3)ndī, nāgābharaṇa sevaka /  
śivājn͂ā tatparo nityaṃ, śiva-pādārccane (4) rataḥ //  
偈 
蛇を装身具とする召使ナンディン 147よ、観衆 148 (loka) を喜ばせよ。 
常にシヴァ神の命令に専心し、シヴァ神の御足を敬うことに安住する
者よ。 
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